
経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　上里町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 30,554 29.18 1,047.09 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営の健全性・効率性については、経常収支比率
や料金回収率が平均値を上回る値となっており、概
ね健全であると考えられる。
　しかし、有収率・流動比率は類似団体平均より低
い状態である。有収率低位に関しては経年劣化が要
因の為、漏水調査・漏水修繕を継続的に実施し効率
性を高めるとともに、計画的な管路更新により改善
へ取り組む。流動比率については、料金改定により
少々改善傾向にあるが、引き続き健全な財政運営の
維持により料金収入の確保に努め、将来の更新需要
へ備える取り組みを行う必要があると考える。
　また水道事業に統合される前の、各地区の簡易水
道組合の管路の老朽化の問題や、災害時に安定した
給水を確保するための管路・施設の維持と耐震化が
今後必要となるため、これらを含んだ総合的な計画
を立て、事業の運営を行う必要がある。

1,054.38 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 67.99 99.83 2,541 30,482

全体総括

28.91

①経常収支比率
100％以上かつ平均値を上回る数値で推移しており経営は適切で
あるが、継続して更新投資や経営改善を図っていく必要があ
る。
②累積欠損金比率
累積欠損金は発生しておらず、健全な状況と考えられる。
③流動比率
平均値を下回っているが、指標は100％を超えているため短期的
な支払能力は確保されている。企業債償還のピークが過ぎたこ
とや、R4年10月の料金改定により、前年比増加となっている。
引き続き指標100％以上の維持、支払能力向上の取り組みに努め
る。
④企業債残高対給水収益比率
企業債残高の規模を示す指標で、前年比減少しているが、企業
債残高の減少に加え、料金改定による給水収益の増加が要因で
ある。今後も経営の健全性確保に努める。
⑤料金回収率
100％を超えているため、給水収益により給水に係る費用を賄え
ている。電気料の大幅な増加等があったが、料金改定による給
水収益の増加により、前年から僅かな減少に留まった。
⑥給水原価
有収水量1㎥当たりの費用を示す指標で、上里町の水源の大部分
が地下水であり浄水処理費が少なく済むことから、平均値より
も低い水準となっている。電気料の増加等により前年比微増し
ている。
⑦施設利用率
一日配水能力に対する平均配水量の割合であり、平均値よりも
高い水準で推移している。今後も大口利用者に対する制度の推
進等により利用率の向上を図っていく。
⑧有収率
年間総配水量に対する有収水量の割合を示す指標で、平均値以
下で推移している。低水準の主な要因として、管路の経年劣化
による漏水が考えられる。改善へ向け引き続き、計画的な管路
更新を検討していく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
施設等資産の老朽化度合いを示す指標であり、平均値よりも
高いことから上里町の施設や管路の老朽化が進んでいること
を示している。施設等の更新に備え、R4年10月に料金改定を
行っており、引き続き計画的な更新・老朽化対策の検討を行
いながら事業を行っていく。
②管路経年化率
法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標で、管路の
老朽化度合いを示している。町内各地区の地元簡易水道組合
が個別に整備していた管路を、H26年度に町水道事業が引き
継いだことが平均値を上回っている一因と考えられる。毎年
の更新で40％前後の水準を維持しているが、今後も計画的な
管路更新・老朽化対策に取り組む必要がある。
③管路更新率
当該年度に更新した管路延長の割合を示す指標であり、平均
値を下回っている。これは民地内の更新を中心に行っている
為であり、今後も経営状況を維持しながら計画的な管路更新
を行っていく必要がある。2. 老朽化の状況
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　上里町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

29.18 1,047.09 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cc3 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

30,554

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
収益・費用共に微増しており、ほぼ例年通りの水準となって
いる。平均値を下回っているが、100％を超えている為、経
営は概ね健全であると考えられる。
②累積欠損金比率
累積欠損金は発生しておらず、健全な状況と考えられる。
③流動比率
短期的な支払能力を示す値で、平均値を超える水準で推移し
ているが100％を下回っており、支払能力が十分あるとは言
えない。継続して経営の改善を行っていく必要があると考え
られる。
④企業債残高対事業規模比率
企業債残高の規模を表す指標で、平均値と比べ高い水準であ
り、使用料収入に対して企業債残高が大きい状況である。接
続率の向上への取り組み及び整備区域の計画的な拡張を行
い、経営の健全性確保に取り組んでいく。
⑤経費回収率
使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているか
示す指標であり、概ね例年通りとなっている。類似団体の平
均値よりも高い水準だが、100％を下回るため適正な使用料
設定や経費の削減の検討が今後必要となる。
⑥汚水処理原価
汚水処理に係るコストを示す指標であり、概ね例年通りの水
準だが若干の減少傾向となっている。今後も費用の効率化含
め、経営の健全化を図っていく。
⑧水洗化率
現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水
処理している人口の割合を示す指標であり、前年に引き続き
接続の増加により指標も増加傾向である。水洗化率の向上は
収益の向上に直接結びつくため、啓発活動等を通じて公共下
水道への加入を促し、さらなる接続率の向上を図る。

資金不足比率(％)

- 46.60 14.06 100.00 2,167

自己資本構成比率(％)

4,292 1.44 2,980.56 【】 令和4年度全国平均

①有形固定資産減価償却率
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを表す指標であり、資産の老
朽化度合いを示す。平均値以上となっているが、
現状更新工事を行っていないため今後も上昇傾向
となる見込みである。
②管渠老朽化率
法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す指標
で、管渠の老朽化度合を示すが、管渠工事はH7年
度からの実施であり耐用年数を超える管渠はな
く、0％となっている。
③管渠改善率
当該年度に更新した管路延長の割合を示す指標で
あるが、更新が必要な管渠が現状ないため更新は
行っておらず、0％となっている。2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性については、経常収支比
率が100％以上で推移しており、概ね健全であると
考えられる。
　しかしながら、短期的な支払能力の不足・経費
を使用料で賄えていない等の課題があり、特に今
後は流域下水道の維持管理負担金の値上げも想定
されるため、適正な使用料収入の確保といった経
営改善の検討が求められるほか、引き続き健全な
財政運営を行っていくため経費の効率化などの取
り組みが必要がであると考える。
　また今後、下水道計画の早期完成を目指し計画
的な整備を行っていくとともに、供用開始後の経
年に伴う管渠等の老朽化への対策についても、現
行の整備事業と並行して、将来の更新需要に備え
計画的に事業を行っていく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　上里町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

29.18 1,047.09 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D3 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

30,554

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

1,023 0.27 3,788.89 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
100％以上の水準でほぼ例年通りの推移をしており、経
営は概ね健全であると考えられる。
②累積欠損金比率
累積欠損金は発生しておらず、健全な状況と考えられ
る。
③流動比率
短期的な支払能力を示す値で、例年と近い水準で推移
しているが100％を下回っており、支払能力が十分ある
とは言えない。継続して経営の改善を行っていく必要
があると考えられる。
④企業債残高対事業規模比率
企業債残高の規模を表す指標で、平均値と比べ高い水
準であり、使用料収入に対して企業債残高が大きい状
況である。区域内の整備事業は概ね完了しているた
め、今後次第に減少すると考えらる。
⑤経費回収率
使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えて
いるか示す指標であり、平均値を超える水準で推移し
ているが、引き続き経営の健全化のため改善を図って
いく。
⑥汚水処理原価
汚水処理に係るコストを示す指標であり、平均値より
低い水準となっている。今後も、経費の効率化を図っ
ていく。
⑧水洗化率
現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置し
て汚水処理している人口の割合を示す指標であり、例
年増加傾向である。水洗化率の向上は収益の向上に直
接結びつくため、啓発活動等を通じて公共下水道への
加入を促し、さらなる接続率の向上を図る。

資金不足比率(％)

- 61.31 3.35 100.00 2,167

①有形固定資産減価償却率
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを表す指標であり、資産の老
朽化度合いを示す。平均値以下となっているが、
現状更新工事を行っていないため今後も上昇傾向
となる見込みである。
②管渠老朽化率
法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す指標
で、管渠の老朽化度合を示すが、管渠工事はH7年
度からの実施であり耐用年数を超える管渠はな
く、0％となっている。
③管渠改善率
当該年度に更新した管路延長の割合を示す指標で
あるが、更新が必要な管渠が現状ないため更新は
行っておらず、0％となっている。2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性については、経常収支比
率が100％以上で推移しており、概ね健全であると
考えられる。
　しかしながら、短期的な支払能力の不足等の課
題があり、さらに今後は流域下水道の維持管理負
担金の値上げも想定されるため、適正な使用料収
入の確保といった経営改善の検討が求められるほ
か、引き続き健全な財政運営を行っていくため経
費の効率化などの取り組みが必要がであると考え
る。
　また今後、供用開始後の経年に伴う管渠等の老
朽化への対策が必要になると見込まれるため、将
来の更新需要に備え計画的に事業を行っていく必
要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　上里町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

29.18 1,047.09 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

30,554

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

266 0.12 2,216.67 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
使用料や繰入金等の総収益で、維持管理費に企業債元利償還
金を加えた費用をどの程度賄えているかを表す指標であり、
公営企業化に係る委託料の発生により前年比大幅に減少して
いるが、収益的支出に充てた企業債を考慮した実質収支は黒
字となっている。また今後、健全な運営に向け使用料の改定
も検討していく予定である。
④企業債残高対事業規模比率
一般会計からの負担以外の地方債残高はないため、比率とし
て表れていない。
⑤経費回収率
経費を使用料でどの程度賄えているかを示す指標で、公営企
業化に係る委託料の発生により低い水準となっている。今
後、老朽化に伴う維持修繕のための経費計上も見込まれるた
め、経費の効率化及び適正な使用料収入の検討が求められ
る。
⑥汚水処理原価
汚水処理に係るコストを示す指標であり、公営企業化に係る
委託料の発生により、前年比大きく増加している。他団体と
比較してもかなり大きな値であり、経費の効率化及び適正な
使用料収入の検討が求められる。
⑦施設利用率　（※R04数値は正しくは「34.65」）
施設・設備が1日に対応可能な処理能力に対する1日平均処理
水量の割合を示す指標で、平均値より低い水準で推移してい
る。利用率向上のため地域住民への推進を今後も進めていく
必要がある。
⑧水洗化率
現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水
処理している人口の割合を表した指標であり、処理区域内人
口・利用者の転居等により微かに変動する。水洗化率向上は
収益の増加へ結び付くため、健全な経営に向け地域住民への
施設利用の啓発・推進活動へ一層取り組んでいく。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 0.87 100.00 3,360

③管渠改善率
当該年度に更新した管路延長の割合を表した指標
で、管渠の更新のペースや状況を把握する。本町
の農業集落排水事業は、H16年に供用開始し、現状
更新が必要な管渠がないため更新は行っておら
ず、0％となっている。今後の老朽化や修繕の需要
に備え、投資計画を事前に立てていくことが必要
であると考える。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営について、使用料収入は安定しているが、費用
を賄えておらず、一般会計からの負担も高い状況であ
る。
　R6年度より公営企業化するにあたり、R4年及びR5年
に公営企業会計移行業務委託に係る費用が一時的に発
生する。収益的収支等の数値に影響があるが、収益的
支出に充てた企業債を考慮した実質収支は黒字となっ
ているため経営に大きな問題はないと思われる。しか
し、使用料の適正化の検討及び維持管理における経費
の見直し等、経営改善は今後も引続き行っていく必要
がある。
　また、より収益性を向上させるためには、水洗化率
の向上が必要であり、健全な事業運営へ向けて、地域
住民に対し啓発・推進を継続的に行っていくことが必
要である。
　将来に発生する施設の老朽化などの問題について
は、現在は法定耐用年数内であるが、将来を見越した
総合的な計画に沿った事業運営が今後必要となる。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


